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改良したＵＳＢオシロスコープについての追記
２０２３年８月

このＵＳＢオシロスコープを紹介してから大分時間が経過した。最近、動作させようと

したがいろいろと忘却したこともあり、再始動に手間取ってしまった。このＵＳＢオシロ

スコープは非常に汎用性があり、現時点でも有能な測定器であると思っているので、その

再紹介とその「忘備録」を兼ねて本報告書を書くこととした。なを、本オシロスコープの

詳細については後記している参考文献を参照すること。

本オシロスコープは２つの動作モードで使用できる。１つ目の動作モードは通常のオシ

ロスコープとして（＝モード１）。２つ目は積算機能を持たせ、雑音成分の除去機能を持

たせての動作（＝モード２）。装置の立ち上げの初期画面で動作モードを選択する。

写真１ このように配線し、電源を入れるとＬＣＤ画面は写真２となる。

写真２ スタート画面である。左上端の白丸のアイコン（ＬＸＴｅｒｍｉｎａｌ）をク

リックする。Ｌｉｎｕｘが駆動し、写真３の画面となる。中央のウインドウが実行領域と

なる。
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写真３ Ｌｉｎｕｘ実行画面

ここで、ルート・ディレクトリを表示させると、写真４のように、幾つものサブ・ディ

レクトリが表示される。

写真４ ルート・ディレクトリの内容

１．「通常のＵＳＢオシロスコープ」として使用する場合。つまりモード１としての動作

ＴＲ１４０７Ｗのディレクトリに入る。
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写真５ ディレクトリＴＲ１４０７Ｗに入ったならば、画面のように進行させていく。

（１）ディレクトリＴＲ１４０７Ｗ→ソース一式→ｓｒｃに入っていく。

（２）ｓｕｄｏ ｃｈｍｏｄ ＋ｘ ｂｕｉｌｄ リターン

（３）ｓｕｄｏ ．／ｂｕｉｌｄ リターン

（４）ｓｕｄｏ ｃｙｃｆｘ２ｐｒｏｇ ｐｒｇ：ｂｅｎｃｈ＿ｉｎ．ｉｈｘ リターン

（５）ｓｕｄｏ ．／ｏｓｃ＿ｇｌ オプション リターン
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写真６ ｓｕｄｏ ．／ｏｓｃ＿ｇｌ オプション リターンで測定画面となり、被測

定信号が描写され続ける。発振器からのサイン波を入力端子に入れている。横軸スケール、

縦軸スケール、トリガレベル、その他はデフォルト値となっているので、必要に応じて設

定する必要がある。実行の終了はｃｎｔｌキー＋Ｃキーのダブル押し。
これでＬｉｎｕｘモードに戻る。

表１ 設定のオプション ｓｕｄｏ ．／ｏｓｃ＿ｇｌ ＊＊＊ ＊＊＊ リターン

の＊＊＊の所に記述例に習って入力する。

外部トリガモードで動作するオシロスコープとして使用する場合

トリガ入力端子にトリガ信号を入力させる。トリガ信号としては矩形波が望ましい。か

つ、電圧振幅は被測定信号振幅より大きくしておく必要がある。被測定信号と、このトリ

ガ信号は加算された信号として処理されていく。トリガのオプションでトリガ電圧の正負、

大きさに電圧レベルを設定すれば、このトリガレベルでトリガが確実にかかることになる。

測定例として、写真７に過渡減衰波形とその発現矩形波をトリガパルスにした場合の測

定表示画面を示している。
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写真７ 測定例

２．積算機能を有するＵＳＢオシロスコープとして使用する場合。つまりモード２として

の動作。モード２での動作をさせるには、ルート／ディレクトリからＴＲ１４０７

Ｗ－ｃｏｐｙのディレクトリに入る。
「ｓｉｇ ｉｎ」端子に被測定信号を、「ｔｒｉｇ ｉｎ」端子にトリガ信号を接続

する。モード１での同じ手順を踏んでいく。写真８の通り。

被測定信号モデルとしては、既報の場合と同じモデルとした。即ち、ＬＣ共振回路にお

いてスイッチング時に生じる過渡減衰波形を測定し抽出する。写真７で示している中心部

から右側に流れている波形である。これに雑音をわざと混入させる。つまり、過渡現象波

形＋雑音を被測定信号とする。その様子が写真１０に示されている。
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写真８ ＬＣＤ画面設定部。ディレクトリ「ＴＲ１４０７Ｗ－ｃｏｐｙ」に入り、後

はモード１での手順と同じく進めていく。

写真９ ｓｕｄｏ ．／ｏｓｃ＿ｇｌ オプション リターンとすると、モード２では

積算回数（ｓｕｍ＿ｃｏｕｎｔｅｒ＝ ）とデータ保存ファイル名（ｄａｔａ＿ｆｉｌ

ｅ＿ｎａｍｅ＝ ）を入力し、リターンキーを押すと、写真１０のごとくの測定実行画面

表示となる。
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写真１０ 測定中

写真１１ 測定が終了し、結果を表示

入力した積算回数だけ測定すると結果グラフが表示され、実行停止となる。結果の測定

値は指名したファイルに保存されている。この画面を終了したければ、ｃｎｔｌキー＋Ｃ

キーのダブル押しをする。結果を見て、測定条件指定オプションの表１を参考として、満

足のいくグラフが得られるようにすれば良い。
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